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(D 第π群に含まれる自然数は 2"、1 個であるから,

2゜+21 +22 +23 +24 +25 = 1+ 2+4+8+16+32 = 63

,第 6群までには 63 個の自然数がある。

て,第 6群の最後の自然数は,63 である。

より

よっ

(2 ) 第π群に含まれる自然数は 2"、】個であるから ,

2゜+21+22 +23 +24 +25 +26 =1+2+4+8+16 +32+64 =127

,第 7 群までには 127 個の自然数がある。

て, a8 =127+1=128 である。

より

よっ

(3)π塗 2 のとき,第π群の最初の自然数α,,は,第 1 群から第(π一1)群までに入

つている自然数の総数に1を加えたものであるから

十 2"、2)+ 1=(1+2+4+

=(2"、'-D + 1

= 2"→

となる。

π=1 のとき

である以上より

(4)

すなわち,

,

第π群には,

an

,

τ,= 2"ー】× 2"-1 +

α

2"、1から 2"ーほでの自然数が含まれる。

2"、'ゞ(2"、'-D

は1であり

嗣噛司

(2"、'十(2"-D)ゞ 2"、'
τ,

k = 22m-D 十
2

= 22"-2 + 22"-3 _ 2"-2

aⅡ =2"、1をみたす。

= 3 × 2 "ー'-2"ー、

2

22"-2 + 22"-1 _ 2"-1

2

= 22"-3 + 22"-2 _ 2"-2

= 3 × 22"-3 _2,←2

この総和を求める。
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(5 ) ah =2"-1であるから , kl0段α.=k l0翫が、'= k(k-D である。これより,
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U)点(R+r,のを原点 0を中心

は,((R + r) cos e,(R 十 r)sine)

(2 )

周

あ

円 4は円 Cの上をすべることなく転がることから両円における転がった外

の長さは等しい。円 C上での外周の長さはRe ,円 C.上での外周の長さはrβで

る。よって,

β*βθ

点(r,のを原点 0を中心として(α+β十π)だけ回転した点を Qとおく。

OP = 001+ 0IP = 001+ OQであるので, a)より,

001 =((R 十ア) cos a,(R 十 r) sin a)

( 3 )

としてθだ

となる。

、

け回転した点が 0,であるので,0,の座標

(答)

OQ =(r cos(α十β十π),r sin(α十β+π))=(一γ COS(α十β),-r sin(α+β))

α=θのとき,(2)よりβ=βθであるので,

(γ,の

⑳・(・π0<ー)0,・邦・(ー)リ
よって,

Q

(χ,y)=((R + r) cos e - y cos (旦士工)θ,(R +γ)sin e - r sjn (βど)θ)

(答)
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(4) R = 2r のとき,(3)より軌跡Sは媒介変数θを用いて,

3r cos e - r coS 3θ
(0 婁θ奎π)

3r sin e - rsin 3θ

と表すことができる。よって

ー=-3rsinθ十 3rsin3θ
de

ー= 3rcos e -3γCOS3θ

儲シ(制 (-3rsine + 3r sin3θソ十(3r cos e -3r coS3θソ^

= 9r'{(- sine + sin 3θソ十(cos e - COS3のり

= 9r2{(sin2θ+ sin23θ一 2 Sin e sin 3θ)+(COS2θ十 COS23θ一 2 Cos e coS 3θ)}

18r'{1 -(sin e sin 3θ+ cos e coS 3θ)}

余弦の加法定理より, cose cos(3の+ sinesin(3θ)= COS(θ一 3の= COS(-2の= COS2θ

,

(ー)ー(.)* W-a一Φ訟の
2倍角の公式より,1- COS2θ= 2Sin2θ

(ー)゛(ー)*託戸血如

軌跡Sの長さしは

よって

ι=jJ1儒j^yde=jJV^舮るde=印jl'舮三de,

、匹璽石三万= sine

ι= 6γ兆πSine de 6γ[-COS θ昭 12r (答)

各θ壬πのとき

y{
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(D ゞ-2"= 0 なので,χ(χ'-2)= 0から 1

は

2 ,
χ<ー一⇔・/'(χ)>0

・1-f-ー
・1 ・

,

となる 0 よって

〆'(χ)> 0

上で求めた"を関数 jq)に代入すると,」

とおいて,χ=0 が得られる。さらにχ>0でy">0,
"

ら ,

で y"<0 より y=/(χ)の変曲点は(0,のである。

χく 0

-D
'、

・2

(4)(Dの解から積分範囲が求まり,面積

、1

トf.{げ・羽}ム寸f{・げ・b)}ム・+1・ゞ11

、1

が得られる。

_つ

・3

参考図

( 5 )

2

ン=j π(χ3 -2χ)2 dx+j π(χ3 -2χ)2 めC
0 五

=π1_五.(χ6 -4χ4 + 4χ2) dx+πj。2(χ6 -4χ4
8■ 16●' 8五' 128●、

χ
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y
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( 1 )

ア.2回の操作で起こりうる 52=25通りの

同じである組み合わせは(1,D,(2,2),

したがって,求める確率は

5

25

イ.2回の操作で起こりうる 52=25通りの

せは(5,5),(5,4),(5,3),(4,5),(4,4),

したがって求める確率は,

6

25

イ.4の力ードを 1枚取り出した残り 9枚の中で,和が 8以上となりうるのは4の

カード1枚,5の力ード2枚の計3枚である。

したがって,求める確率は

求める確率は,2枚の力ードに書かれた数の積が奇数となる場合の余事象コニ

である。積が奇数となるのは,二つの数がいずれも奇数である場合である。

その確率は,1枚目の力ードが 1,3,5のいずれかであり,かつ,2枚目の力ー

ドが残り9枚のうち奇数の5枚である確率なので,

(2 )

ア

うち,和が8以上となる数の組み合わ

(3,5)の 6通りである。

うち ,

( 3,3 ),

2枚の力ードを取り出すとき,すべての取り出し方は10C2=45通りである。

の中で,2枚の力ードに書かれた数が同じである組み合わせは 1から5の5

通りである。したがって,求める確率は

5

45

ウ. 1枚目の力ードに書かれた数をNとして場合分けする。2枚目の力ードに書

かれた数のうち和が8以上となるのは,

和は8以上にはならないⅣ=1

和は8以上にはならないN=2

残り9枚のうち,5の力ード2枚N=3

残り 9枚のうち,5の力ード2枚,4の力ード 1枚N=4

残り9枚のうち,5の力ード1枚,4の力ード2枚,3の力ード2枚Ⅳ=5

したがって,求める確率は

カードに書かれた数が2回とも

(4,4),(5,5)の5通りである。
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したがって,求める確率は
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